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              令和８年４月２７日 

   校長  秦  弘行 

渋谷区教育目標 教育委員会施策     鳩森小学校教育目標    学習指導要領の実施 

 

 

 

 

 

 

 
子どもが安心して学べる居

場所があり、自己実現が図

れる学校 

保護者・地域から信頼される 

学校 

教職員が職人集団として働

き甲斐をもって、創意・工

夫して力を発揮できる学校 

感じ ○基児童が安心感をもって取り組むこ

とができる環境づくり 

○基子どもの声を生かした活動・学校行

事の企画【１】 

○基○探児童が問いをもつ授業の実現 

○基○健基礎・基本の確実な習得・体力

向上 

○探ＡＡＲ学習スタイルを学ぶ基礎探究

の充実 

○探 ＩＣＴ機器の活用 

○健いじめ・不登校の未然防止の徹底 

○基ホーム＆スクール・HPによる情報発信 

○基学校・児童・地域と共有・共感・協働【５】でき

る職員集団の育成  

○基 ＩＣＴ機器・生成ＡＩの活用、ペーパーレス化

による校務DX の推進【４】  

○基教員の意識改革【４】と校内研究の充実  

○共児童理解 

○基児童が主体的に学ぶ授業改善（ファシ

リテーターとしての教員）  

○基 教員の問題解決学習の実践 

○探行事精選・業務の効率化【４】 

○基○探探究・研修時間の確保 

○基○探探究ゼミ等の活用による探究につ

いての教員研修・校内研究の充実 

○基○探デジタル教科書の活用・ICT研修

及び活用【４】の実際 

○基 TLＤの活用による指導力向上

【４】 

願いや思いを豊かに

感じ、自分や他人の感

じ方を大切にできる 

○基基礎 

○共共感 

○探探究 

○健健康 

自己肯定感（自信） 

自己有用感（貢献） 

相手を尊重する気持ち 

かかわり ○自 主体的に学ぶ児童の育成（自己調整学習

【２】） 

○自 互いのよさを認める場の設定【３】 

○共 ○協 ICTを活用した学習のアウトプット・意

見交流活動の推進 

○協 ○共  探究的な学び「シブヤ未来科」テーマ

探究の推進【２】 

○協 ○共  異年齢集団・たてわり班活動の

充実 道徳教育の充実（挨拶・礼儀） 

○自 外部機関も含めた相談・支援体制の確立 

○共 いじめ問題・不登校への対応（いじめの 

傍観者の根絶） 

○自 ○協 企業とのコラボ  

○協 ○共  植栽ボランティア・鳩森グリーンコミュ

ニティとの連携 

○協 ○自 ○共 学校運営協議会、地域学校

協働本部、近隣小中学校との連携【５】 

○共 特別支援教育の充実  

○自 ○共 他者理解、通常級とちはと学級との

交流・協働学習（理解教育） 

○共 ○協 子どもの成長を分かち合うため情

報発信・学校公開・個人面談の実施 

○自 午前5時間授業実施、時程の工夫、探

究の時間の設定・計画づくり【３】 

○共 校内委員会の充実 

思いや考えを構築し、

協働して問題を解決

し、豊かに表現する子 

○協協働   思いや考えを 

○自自律   聴き伝える 

○共共感   協働して 

       解決する 

つくる ○探○挑 探究フェス・校内マイ探発などの探究

のまとめ、振り返り 

○健○挑 健康について考え、生涯にわたる体力

作りに挑戦 

○創○挑 子ども主体の学校行事の実施

【１】 

○挑○探 避難所点検・体験を通した防災教育 

○挑 シブヤ未来科・各教科の体験学習

における地域連携 

○挑○探 デジタルシティズンシップ教育 

○挑○探○創 マイ探究の充実・情報共有強化 

○健 アレルギー対応・食育の実施 

○創○挑○健  教職員も児童もインク

ルーシブな学校 ユニファイドスク

ール実施【３】 

もっと知りたい、やってみた

い、できるようになりたいと

いう思いをもち、自ら学ぶ子  

○創創造 ○挑挑戦 失敗恐れず  

○探探究 ○健健康 チャレンジ 

学校経営を支える基盤  

つくろう。ちがいを活かし合える、未来の学校 

 

【重点取組１】子ども主体の「未来の学校づくり」の推進                                        

【重点取組２】一人ひとりの“ちがい”が活きる新たな学び・探究の推進 

【重点取組３】誰でも安心・安全に挑戦できる教育環境の整備 

【重点取組４】テクノロジー活用によるDXの加速化と教員の働き方改革 

【重点取組5】地域と子どもの未来を共創する学校づくりの推進 

 

 

感   じ  

かかわり 

つ く る 

 

▶社会の変化に対応した教育課程の実現 
▶社会に開かれた教育課程  
▶育成すべき資質・能力の明確化 
▶主体的・対話的で深い学びの推進  
▶カリキュラム・マネジメントの強化  
▶外国語教育・プログラミング等の充実  
▶道徳科の充実  
▶学習評価改善  
▶インクルーシブ教育・特別支援の充実 
 

 

目指す学校像 

目指す児童像 

全校体制による特別支援教育の充実 

・多様な児童。絶対に一人も取り残さ

ない。 

・通常学級と特別支援学級・特別支援

教室の連携強化。特別支援のノウハウ

を全校で取り入れ、展開。 

 

安全・安心な学校づくり 

・「自自 の生命は自 で守る」意識。 

・悩み事を誰かに相談できる体制。 

・ふれあい月間・いじめアンケート 

・常に清潔にし、インクルーシブで 

安心・安全な環境の維持 

・食物アレルギー事故防止チェック 

 

自チーム鳩森」で取り組む体制 

・教職員の心身ともに健康第一。 

・心理的安全性の高い教職員集団 

・低・中・高学年・専科・特支チー 

ム等、全員で解決に取り組む体制 


